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(57)【要約】
　本発明は、開口部の周辺に嵌合するよう構成される開
口枠と、略長方形のクロージャスラブを囲み、開口枠内
に封止嵌合するよう構成されるクロージャスラブ枠を有
する略長方形のクロージャスラブと、クロージャスラブ
枠内またはクロージャスラブ枠および開口枠の組み合わ
せの中に完全に埋設され、開位置および閉位置の間でス
ラブをスライド移動できるよう構成される電動ドライバ
と、を備える電動クロージャアセンブリに関する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開位置および閉位置の間でクロージャスラブをスライド移動させることのできるキット
であって、前記キットは、
　ａ．　ｉ．水平化アセンブリ、および
　　　　ｉｉ．ドライバと、
　　　　　　　任意でクラッチと、
　　　　　　　ギアボックスと、
　　　　　　　前記ギアボックスに連結され、レールに係合するよう構成される軌道輪と
、を備える駆動アセンブリ、
を備えるドライブトレインと、
　ｂ．　ｉ．１．細長い水平状溝穴を画定するフェースプレートと、
　　　　　　　　前記フェースプレートに連結され、ハウジング幅に架橋するアクセス穴
を画定するハウジングと、
　　　　　　　　前記アクセス穴内で前記ハウジングにスライド可能に連結されるボルト
と、
　　　　　　　　前記ボルトに作動可能に連結され、前記アクセス穴を通して前記ハウジ
ングを貫通する係止ピンと、
　　　　　　　　前記ボルトに作動可能に連結されるコネクタと、
　　　　　　　　信号に応じて前進アクチュエータおよび後退アクチュエータに係合する
よう構成され、前記コネクタに作動可能に連結されるソレノイドと、
　　　　　　　　前進および後退アクチュエータと、
　　　　　　　　前記フェースプレートの前記溝穴を通して延在する前記コネクタに作動
可能に連結される手動オーバーライドタブと、
を備えるＭＥＭＳデバイス、および
　　　　　　２．係止ピンを、ストライクプレートの中に画定される上下方向に延びる楕
円形チャネルに係合するよう構成されたストライクプレート、
を備える、コマンドおよび制御モジュールと通信可能な係止機構、
を備える係止アセンブリと、
　ｃ．　ｉ．ユーザインタフェースと、
　　　　ｉｉ．プロセッサと、
　　　　ｉｉｉ．信号を供給するために操作可能なユーザのジェスチャを検出するよう構
成されるセンサと、
　　　　ｉｖ．任意でトランシーバと、
を備える内部制御パネルを備える、前記ドライブトレイン、および／または前記係止アセ
ンブリと通信するよう構成されるコマンドおよび制御モジュールと、
　ｄ．　任意でパッケージと、
　ｅ．　任意で説明書と、
を備えるキット。
【請求項２】
　前記ドライブトレインが、クロージャスラブの枠に囲まれた略長方形のクロージャスラ
ブの枠内に埋設される請求項１に記載のキット。
【請求項３】
　前記クロージャスラブの枠が、請求項１のドライブトレインをさらに少なくとももう１
つ備える請求項２に記載のキット。
【請求項４】
　前記ギアボックスが、ベベルギアおよび少なくとも１つのスパーギアを備え、前記少な
くとも１つのスパーギアは、前記軌道輪に作動可能に連結され、前記軌道輪は、前記開口
枠のレールに係合するよう構成される請求項２に記載のキット。
【請求項５】
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　前記略長方形のクロージャスラブが、内側ペインおよび外側ペインを備える請求項２に
記載のキット。
【請求項６】
　前記内側ペインおよび外側ペインのそれぞれが、ペイン枠を備える請求項５に記載のキ
ット。
【請求項７】
　前記ドライブトレインのそれぞれが、前記スラブの枠にヒンジ式に連結するよう構成さ
れる請求項３に記載のキット。
【請求項８】
　前記キットが、さらに第１のクロージャスラブの枠またはこの一部を備える請求項１に
記載のキット。
【請求項９】
　前記コマンドおよび制御モジュールが、さらにリモートコントロールを備える請求項１
に記載のキット。
【請求項１０】
　前記ドライブトレインが、前記第１のクロージャスラブの枠またはこの一部の中に埋設
される請求項８に記載のキット。
【請求項１１】
　前記キットが、さらに第２のクロージャスラブの枠またはこの一部を備える請求項１０
に記載のキット。
【請求項１２】
　前記ストライクプレートが、前記第２のクロージャスラブの枠またはこの一部に連結さ
れる請求項１１に記載のキット。
【請求項１３】
　前記ＭＥＭＳデバイスの機構が、前記第２のクロージャスラブの枠またはこの一部に連
結される請求項１１に記載のキット。
【請求項１４】
　前記制御パネルが、前記第１または第２のクロージャスラブの枠またはその一部に作動
可能に連結される請求項１１に記載のキット。
【請求項１５】
　前記制御パネルが、さらに、前記プロセッサおよび動作センサに作動可能に連結され、
前記制御パネルに搭載される動作回路を備え、前記プロセッサは該プロセッサ中に格納さ
れる指令動作のライブラリを備える請求項１に記載のキット。
【請求項１６】
　前記指令動作のライブラリが、第１の指令動作および第２の指令動作を備える請求項１
５に記載のキット。
【請求項１７】
　前記第１の指令動作が、前記前進アクチュエータに連動するよう構成される請求項１６
に記載のキット。
【請求項１８】
　前記第２の指令動作が、前記後退アクチュエータに連動するよう構成される請求項１６
に記載のキット。
【請求項１９】
　前記動作センサが、前記センサを横切る手の速度を感知するよう構成される請求項１５
に記載のキット。
 
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　本発明は、電動クロージャアセンブリに関する。詳しくは、本発明は、スライド窓およ
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びドアを電動化することのできるキットに関する。
【０００２】
　建物のドアおよび窓には、オーバーヘッドドアおよび窓、水平スライドドアおよび窓、
垂直リフトドアおよび窓、折戸および折窓、ポケットドアおよび窓、ローラードアおよび
窓など様々なタイプのデザインが含まれる。建物およびマンションのスペースがますます
狭くなるにつれ、そのドアおよび窓を開閉するよう構成された駆動機構に使用可能なスペ
ースも狭くなっている。
【０００３】
　さらに、安全性および美的観点によって、デザインに制限がかかり、一般に使用されて
いる、外部から見え、かつアクセス可能な駆動機構では好ましくなかった。
【０００４】
　したがって、ドア用の隠れる駆動機構が必要であった。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　一実施形態では、開位置および閉位置の間でクロージャスラブをスライド移動させるこ
とのできるキットを提供し、このキットは、水平化アセンブリ、およびドライバと、任意
でクラッチと、ギアボックスと、ギアボックスに連結され、レールに係合するよう構成さ
れる軌道輪と、を備える駆動アセンブリを備えるドライブトレインと、細長い水平状溝穴
を画定するフェースプレートと、フェースプレートに連結され、ハウジング幅に架橋する
アクセス穴を画定するハウジングと、アクセス穴内でハウジングにスライド可能に連結さ
れるボルトと、ボルトに作動可能に連結され、アクセス穴を通してハウジングを貫通する
任意の係止ピンと、ボルトに作動可能に連結されるコネクタと、信号に応じて前進アクチ
ュエータおよび後退アクチュエータに係合するよう構成され、コネクタに作動可能に連結
されるソレノイドと、ハウジングに作動可能に連結される前進および後退アクチュエータ
と、フェースプレートの水平状溝穴を通して延在するコネクタに作動可能に連結される手
動オーバーライドタブと、を備えるＭＥＭＳデバイス、および係止ピンを、ストライクプ
レートの中に画定される上下方向に延びる楕円形チャネルに係合するよう構成されたスト
ライクプレート、を備える、コマンドおよび制御モジュールと通信可能な係止機構、を備
える係止アセンブリと、ドライブトレイン、係止アセンブリ、または両方と通信するよう
構成され、ユーザインタフェースと、プロセッサと、信号を供給するために操作可能なユ
ーザの動作を検出するよう構成されるセンサと、任意でトランシーバと、を備える内部制
御パネルを備えるコマンドおよび制御モジュールと、任意でパッケージと、任意で説明書
と、を備える。
【０００６】
　もう１つの実施形態では、水平化アセンブリおよび駆動アセンブリを備える電動クロー
ジャアセンブリのドライブトレインを提供し、駆動アセンブリは、ドライバ、クラッチ、
ギアボックス、およびギアボックスに連結される軌道輪を備え、軌道輪は、レールに係合
するよう構成される。
【０００７】
　もう１つの実施形態では、係止アセンブリを提供し、係止アセンブリは、細長い水平状
溝穴を画定するフェースプレートを備えるＭＥＭＳデバイス、ハウジング幅に架橋するア
クセス穴を画定し、フェースプレートに連結されるハウジング、アクセス穴内でハウジン
グにスライド可能に連結されるボルト、アクセス穴を通してハウジングを貫通し、ボルト
に作動可能に連結される任意の係止ピン、ボルトに作動可能に連結されるコネクタ、信号
に応じて前進アクチュエータおよび後退アクチュエータに係合するよう構成され、コネク
タに作動可能に連結されるソレノイド、ハウジングおよびソレノイドの間に作動可能に連
結される前進および後退アクチュエータ、およびフェースプレートの水平状溝穴を通して
延在するコネクタに作動可能に連結される手動オーバーライドタブを備える係止機構と、
ボルトまたは任意で係止ピンを、ストライクプレートの中に画定される上下方向に延びる
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楕円形チャネルの中に係合するよう構成されたストライクプレートとを備え、係止アセン
ブリは、制御パネルと通信可能である。
【０００８】
　さらにもう１つの実施形態では、制御パネルを提供し、制御パネルは、ユーザインタフ
ェース、プロセッサ、信号を供給するために操作可能なユーザの動作を検出するよう構成
されるセンサ、および任意でトランシーバを備え、制御パネルは、ドライブトレイン、係
止アセンブリ、または両方と通信するよう構成される。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　以下の詳細な説明を、例示的かつ非限定的であり、同様の要素については複数の図にお
いて同一の符号が付される図面と併せ読むことにより、電動開口部クロージャキットおよ
び部品の特徴が明らかとなるであろう。
【００１０】
【図１】当該技術のもう１つの実施形態による３つの電動ペインを備える開口部を示して
おり、当該技術の一実施形態により、図１Ａに、第１のドライブトレインを示し、図１Ｂ
に、第２のドライブトレインを示す。
【図２】当該技術の一実施形態によるクロージャスラブ枠（図２Ａ）と関連する第１のド
ライブトレインの破断図を示し、図２Ｂに、クロージャスラブ枠の拡大図を示す。
【図３】当該技術の一実施形態によるドライブトレインの等角図を示す。
【図４】当該技術の一実施形態によるドライブトレインの側面図を示す。
【図５】当該技術の一実施形態によるドライブトレインの上面図を示す。
【図６Ａ】図１のＡ－Ａ断面の上面図において、開位置における係止機構を示す。
【図６Ｂ】図１のＡ－Ａ断面の上面図において、閉位置における係止機構を示す。
【図７】係止機構および開位置におけるストライクプレートの底面図を示す。
【図８Ａ】係止機構の正面斜視図を示す。
【図８Ｂ】係止機構の後面斜視図を示す。
【図９】クロージャ枠内に埋設される係止アセンブリを示す。
【図１０】２枚ペインのクロージャ内に取り付けられた係止アセンブリの概略図を示す。
【図１１】内部制御パネルの一実施形態を示す。
【図１２】外部制御パネルの一実施形態を示す。
【図１３】コマンドおよび制御モジュール（ＣＣＭ）のためのリモートコントロール（Ｒ
Ｃ）の一実施形態を示す。
【図１４】係止アセンブリおよびドライブトレインとのＣＣＭの相互作用を示す概略図を
示す。
【００１１】
　本発明は、多様な修正および別の形態に変更することが可能であり、それらの詳細を図
面に例示し、さらに以下に詳細に説明する。しかし、本発明を、説明する特定の実施形態
に限定することを意図するものではないことを理解されたい。反対に、すべての修正、同
等物、および代替物を含むことを意図するものである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　一実施形態において、本発明は、電動クロージャアセンブリキットおよび部品に関する
。別の実施形態において、本発明は、スライド窓およびドアを電動化することのできるキ
ットおよびキットの部品に関する。したがって、ここに、ドライブトレイン、係止機構、
制御パネル、パッケージ材、および説明書を備える電動クロージャアセンブリおよびキッ
トを提供する。
【００１３】
　本技術の詳細な実施形態を以下に開示するが、開示した実施形態は単に例示的なもので
あり、様々な形態によって具現化することができることを理解するべきである。したがっ
て、以下に開示する特定の構造的および機能的な詳細は、限定としてではなく、単に特許
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請求の範囲の根拠として、ならびに当業者に、本発明を実質的にあらゆる適切に詳細な構
造において多様に利用することを教示する代表的な根拠として解釈されるべきである。さ
らに、以下に使用する用語は、限定を意図するものではなく、むしろ本発明の理解しやす
い記載を提供することを意図するものである。
【００１４】
　以下の「第１」、「第２」等の用語は、いかなる順序、数量、または重要性を表すもの
でもなく、むしろ１つの要素を他から区別するために使用されるものである。以下の「ａ
」、「ａｎ」、および「ｔｈｅ」という用語は、数量の限定を表すものではなく、以下に
別段の明示がない限り、または文脈によって明瞭に否定されない限り、単数および複数の
両方を含むものと解釈されるべきである。以下に使用する「（複数可）」という接尾辞は
、それが修飾する用語の単数および複数の両方を含み、それによって、その用語の１つま
たは複数を含むことを意図するものである（たとえば、「フィルム（複数可）」は、１つ
または複数のフィルムを含む）。本明細書全体を通して、「一実施形態」、「別の実施形
態」、「ある実施形態」などへの言及は、その実施形態に関連して記載される特定の要素
（たとえば、特徴、構造、および／または性質）が、以下に記載する少なくとも１つの実
施形態に含まれており、他の実施形態に存在していても、存在していなくてもよいことを
意味する。また、記載した要素は、様々な実施形態において、任意の適切な方法で組み合
わせてもよいことを理解するべきである。
【００１５】
　さらに、本開示の目的として、「上」、「下」、「上部」、「下部」、「側部」、「前
部」、「前面」、「前方」、「後部」、「後方」、「背部」、「背向」、「上方」、「下
方」、「左」、「右」、「水平」、「上下方向」、「上向き」、「下向き」、「外部」、
「内部」、「外側」、「内側」、「中間」などの方向または位置の用語を、単に本開示の
多様な実施形態を記載する便宜上使用する。
【００１６】
　一実施形態において、開位置および閉位置の間で、スラブをスライド可能に電動動作さ
せることのできるキットを提供し、水平化アセンブリ、およびドライバと、任意でクラッ
チと、ギアボックスと、ギアボックスに連結され、レールに係合するよう構成される軌道
輪と、を備える駆動アセンブリを備えるドライブトレインと、細長い水平状溝穴を画定す
るフェースプレートと、フェースプレートに連結され、ハウジング幅に架橋するアクセス
穴を画定するハウジングと、アクセス穴内でハウジングにスライド可能に連結されるボル
トと、ボルトに作動可能に連結され、アクセス穴を通してハウジングを貫通する任意の係
止ピンと、ボルトに作動可能に連結されるコネクタと、信号に応じて前進アクチュエータ
および後退アクチュエータに係合するよう構成され、コネクタに作動可能に連結されるソ
レノイドと、ソレノイドおよびハウジングに作動可能に連結される前進および後退アクチ
ュエータと、フェースプレートの水平状溝穴を通して延在するコネクタに作動可能に連結
される手動オーバーライドタブと、を備えるＭＥＭＳデバイス、およびボルトまたは係止
ピンを、ストライクプレートの中に画定される上下方向に延びる楕円形チャネルに係合す
るよう構成されたストライクプレート、を備える、コマンドおよび制御モジュールと通信
可能な係止機構、を備える係止アセンブリと、ユーザインタフェースと、プロセッサと、
信号を供給するために操作可能なユーザの動作を検出するよう構成されるセンサと、任意
でトランシーバと、を備える内部制御パネルを備える、ドライブトレイン、および／また
は係止アセンブリと通信するよう構成されるコマンドおよび制御モジュール（ＣＣＭ）と
、任意でパッケージと、任意で説明書と、を備える。
【００１７】
　別の実施形態では、記載のキットに使用するドライブトレインは、スラブ枠またはこの
一部で隠れるよう構成される。
【００１８】
　ここで使用する「隠れる」とは、どのようなケーブル、配線、およびドライブトレイン
も、開口枠および／またはスラブ枠内に十分に収容または埋設されていることを意味し、



(7) JP 2015-531836 A 2015.11.5

10

20

30

40

50

電動クロージャの通常および典型的な使用において、ドライブトレインにユーザが通常接
触および／または巻き込まれることなく、かつ／あるいはドライブトレインを確認できて
もよい。したがって、「隠れる」という用語は、閉位置における電動クロージャスラブの
使用時に、必ずしもドライブトレインが視界から完全に隠されていることを意味するもの
ではない。むしろ、ドライブトレインは、僅かに、または部分的に見えていてもよいが、
通常の使用において、クロージャスラブ枠内に十分に凹設され、かつ遮蔽される。「埋設
される」との用語は、ドライブトレイン、ドライバ、および係止アセンブリが、たとえば
、クロージャスラブ枠、ペイン枠、または開口枠、およびこれらの組み合わせ等周辺の構
造内に堅固に連結されるか、あるいは素材または構造内に密接にまたは堅固に収容されて
いることを指す。
【００１９】
　「作動可能に連結される」、「連結する」、または「連結可能な」等の様々な形態を含
む「連結される」との用語は、あらゆる直接的または間接的な構造的連結、接続または付
属、あるいはそのような直接的または間接的な構造的または作動可能な連結、接続または
付属への適応または可能性を指し、かつ備え、一体成形された部品、および他の部品を経
由または通して連結されるか、あるいは形成方法によって連結された部品を含む。間接的
な連結とは、中間部材または接着材を通しての連結、あるいは、どのような物理的接続も
ない摩擦または別の手段による当接または載置と関連していてもよい。
【００２０】
　電動クロージャ（たとえば、窓またはドア）が記載のキットを使用して設置される開口
部は、略長方形または正方形とすることができる。たとえば、ドアまたは窓等の開口部で
ある。略長方形の開口部は、縦軸が横軸より長い縦横比を有していてもよい。縦軸は、ク
ロージャのスライド方向に平行であるか、または垂直であってもよい。クロージャスラブ
またはペインは、上部および下部水平面ならびに近位および遠位垂直面を有していてもよ
い。垂直遠位面は、閉位置において、開口枠（すなわち、下枠）に最も近い面を画定し、
一方、垂直近位面は、開位置において、開口枠に最も近い面を画定する。
【００２１】
　スラブは、不透明であるか、または透視鮮明度を有していてもよい。ここで使用する「
透視鮮明度」とは、対象物をスラブを通して視認できる容易度を指すものであり、全光線
透過率および／または平行光線透過率によって定めることができる。ここで使用する透視
鮮明度は、光線透過率が減少するにつれて低くなるよう記載される。「透視」とは、スラ
ブを通して目視検査が可能などのような性質も含む。具体的には、透視窓またはスラブ全
体が、半透明、透明、または完全に透き通っていてもよい。「半透明」とは、光がスラブ
を通過することができるが、その光が拡散することを表す。たとえば、機能を果たすため
、または装飾模様を形成するために、全面または物品自体が透明であることは要求されず
、物品の一部が透明であるか、または不透明であってもよい。ここで使用する「半透明」
との用語は、２５０ｎｍから７００ｎｍの範囲の領域において、少なくとも６０％の電磁
放射線を、４０％未満の曇り度で透過させるスラブの構成を指すことができる。スラブの
構成はまた、たとえば少なくとも７５％の透過率、特に少なくとも８５％の透過率を有す
ることができる。さらに、スラブの構成は、たとえば、４０％未満の曇り度、特に１０％
未満の曇り度、さらに具体的には５％未満の曇り度を有することができる。「半透明」と
の用語は、また、少なくとも約４０％の光を透過させることのできる構成を指すことがで
きる。記載の光とは、たとえば化学光（たとえばレーザからの）、出射光（たとえば蛍光
色素からの）、または両方であることができ、あるいは、６９０ｎｍにおける水を標準と
して（透過率１００％）用いて分光光度的に測定された透過率が少なくとも８０％、さら
に好ましくは少なくとも８５％、より一層好ましくは少なくとも９０％であることができ
る。同様に、「透明」とは、少なくとも７０％の光を透過させることのできるスラブの構
成を指す。
【００２２】
　開口部は、壁の中にあってよく、あるいは構造梁の間に画定することができる。開口枠
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は、開口枠または下枠を画定する開口部に連結することができる。たとえば、開口枠は、
水平な上部支持梁、下部水平ガイドレール、および２本の垂直な柱（すなわち、縦枠）か
ら構成することができる。この水平な上部支持梁は、開口上部境界または天井梁等に連結
することができる。下部水平ガイドレールは、床に連結することができる。
【００２３】
　開口枠および／またはクロージャスラブ枠（すなわち、スラブ枠および／またはペイン
周辺の枠）は、同一または異なる素材から作ることができ、たとえば、樹脂（熱可塑性ま
たは熱硬化性）、木材、金属、または、たとえば、アルミニウムまたは前述の少なくとも
１つを含む組み合わせ、および／またはそれらの混合物等、任意の適当な素材であってよ
い。これの枠または部品を形成する方法は、押出成形、射出成形、熱成形等によることが
できる。同様に、記載の電動クロージャに使用される開口枠は、単一のスラブまたは複数
のスラブ、あるいはペイン（実施形態において、スラブおよびペインは互換的に使用され
る）を収容するよう構成することができる。また、以下に記載する電動ドライバアセンブ
リを収容するよう構成されるクロージャスラブまたはクロージャペインの枠は、クロージ
ャスラブ（すなわち、付属の枠のない窓またはドア）を囲むことができる。
【００２４】
　以下に記載するようなスライド窓およびドア等は、略垂直面に延びる少なくとも２枚の
ペインを有することができ、そのうち少なくとも１枚は略水平に移動することができ、開
口枠（すなわち、下枠）は、略水平に延びかつ少なくとも２枚のペインのそれぞれの下部
水平端部を内部に収容するチャネルおよびこの少なくとも２枚のペインの間に延びる、チ
ャネル内の仕切部材を含むことができ、この仕切部材は、少なくとも２枚のペインの下部
端部と接するか、あるいは密接に対向する関係で延びている。この開口枠のチャネルの下
部は、さらに、略水平に延びかつ少なくとも２枚のペインのそれぞれの下部端部を内部に
係合およびスライドさせるレールを含むことができる。別の例において、このペイン枠は
、レールを収容するよう構成される相補的チャネルを含むことができる。このペインは、
たとえば内側ペインまたは外側ペインであることができ、構造物内部に対するペインの相
対位置を指す。
【００２５】
　ポケットドアシステムは、室内空間が制限されている住宅用および商業用建築構造物の
建築において、ますます好ましいドアシステムとなっている。このポケットドアシステム
は、並進運動するようトロリーアセンブリがスライド可能に連結される軌道を有するヘッ
ダアセンブリを含むことができる。ドアは、トロリーアセンブリから吊り下げることがで
き、したがって、閉位置および開位置の間で移動可能であり、開位置において、周囲の壁
構造に形成されたポケットの中にドアを隠すことができる。このようなドアシステムは、
閉位置からドアを開けるために床スペースを割く必要がない点において、標準的なヒンジ
式ドア設備より利点を提供する。ここで記載するような電動クロージャアセンブリを作動
させるために使用するキットは、たとえば、ポケットドアに運動をもたらすために使用す
ることができる。
【００２６】
　閉位置にある時、スラブまたはペインの組み合わせにより、開口部を封止することがで
きる。ここで使用する「封止」との用語は、接合部および／または開口部を通る空気流、
湿気、微粒子等を実質的に阻止するものと解釈されるべきである。したがって、ペインま
たはクロージャおよび開口枠は、構造物内部の空気が外部の空気と自由に交換することが
ないよう実質的な隙間なく互いに当接して、壁の周囲を通過する空気流による熱損失を避
ける。
【００２７】
　「ペイン」との用語は、主としてガラス板を具現化するために用いられ、これは枠付き
板であってもなくてもよい。しかし、「ペイン」との用語は、ガラス板に制限されず、た
とえば、ポリカーボネート（透明）または木材（不透明）のような、任意の透明または不
透明な素材を含んでもよい。この用語は、また、２枚以上のガラス板または他の適当な素



(9) JP 2015-531836 A 2015.11.5

10

20

30

40

50

材の複層ユニットを含むことを意図するものである。一実施形態において、必ずしもすべ
てのペインが電動化されているわけではない。たとえば、クロージャ開口部は、３つの別
々のペイン枠を有する３枚のペインで閉鎖することができ、外側および中央のペインのみ
がアセンブリによって電動化され、内側ペインは電動化されない。ここに記載されるアセ
ンブリによって電動化されるクロージャスラブまたはペインは、重量が４００Ｋｇまでで
あり、たとえば、５．０Ｋｇから４００Ｋｇ、または５．０Ｋｇから３００Ｋｇの間、特
に５．０Ｋｇから２５０Ｋｇ、または１２０Ｋｇから２５０Ｋｇの間であり、さらに具体
的には７５Ｋｇから２００Ｋｇ、または１００Ｋｇから２２０Ｋｇの間である。
【００２８】
　本開示においてペインを軌道に沿ってスライドさせるのに使用する電動ドライバは、Ｄ
Ｃモータ（直流）またはＡＣモータ（交流）であることができる。このドライバ（すなわ
ち、機械的動力伝達装置）は、また、サーボモータ、電気モータ、空気圧モータおよび／
または任意の他の適当な電気的、機械的、磁気的または他のモータ、あるいは軌道輪に作
動可能に連結されるドライブシャフトにトルク力を付与することのできるドライバである
ことができる。このドライバは、二方向、すなわち時計回りおよび反時計回りに回動する
よう構成することができる。このドライバは、シャフトを通してギアに連結することがで
きる。加えて、この機械的動力伝達装置は、さらにギアボックス、クラッチ（電磁的、機
械的、空気圧的、または他の適当なクラッチ機構）、ドライブシャフト、ブラケット、お
よび、モータからドライブトレインへの動力伝達を補助することのできる他の部品を備え
ることができる。
【００２９】
　スラブまたはペインは、開口枠（すなわち、下枠）にスライド可能に連結することがで
きる。ドライバは、ペインまたはスラブを開口枠（すなわち、下枠）上の適切な軌道に沿
って、たとえば５．０から１００ｃｍ／秒の間、特に５．０から６０ｃｍ／秒の間または
５．０から３０ｃｍ／秒の間、さらに具体的には５．０から２５ｃｍ／秒の間または５．
０から１５ｃｍ／秒の間の速度でスライド移動できるよう構成することができる。「スラ
イド可能に連結される」との用語は、ある要素が他の要素に対してスライドまたは移動す
ることが可能なように連結される要素を指すために、その最も広い意味で使用される。
【００３０】
　任意の電動クロージャアセンブリの動作の開始は、コマンドおよび制御モジュール（Ｃ
ＣＭ、すなわち制御パネル）によって、すべての係止手段の係合が外れていることが確認
された上で行うことができる（たとえば、図１４を参照）。たとえば、ピンを備える係止
手段は、ＣＣＭによって作動することができ、このピンは、クロージャスラブまたはペイ
ン枠内の凹位置およびクロージャスラブまたはペイン枠外に突出する開位置の間で電磁作
動し、開口枠および／または隣接するペイン枠に挿入される。記載の電動クロージャアセ
ンブリの動作の開始前に、ＣＣＭは、係止ピンが凹位置にあることを確認し、このピンが
凹位置にあれば、ここに記載のアセンブリを用いるクロージャスラブまたはペインの動作
を開始する。そうでなければ、このピンを凹位置に置くことができ、ユーザに開始された
動作または警告を提供することができる。一実施形態において、ＣＣＭは、ここで提供す
るキットの一部品である。
【００３１】
　コマンドおよび制御モジュールは、複数の部品、たとえば、内部制御パネル、外部制御
パネル、およびリモートコントロールを備えていてもよい。この内部制御パネルは、構造
物の内側に向けて内部窓ペインに取り付けることができる。この内部制御パネルは、さら
に、いくつかのボタン、たとえば「開」、「閉」、「ロック」、および方向ボタンを含む
ことができるユーザインタフェースを備えていてもよい。この内部制御パネルは、さらに
、ユーザのジェスチャまたは動作を感知するよう構成されるセンサを備えていてもよい。
この動作／ジェスチャセンサは、一実施形態において動作の方向によって窓を開閉し、ま
た、このセンサを横切る動作の速度を感知し、かつこの速度を変換して窓の開閉速度を変
化させることを可能とするよう構成することができる。この動作／ジェスチャセンサは、
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また、たとえば所定の期間（たとえば約１～２秒）、静止位置に手を置くことによって、
開閉工程途中の窓の動作を停止するよう構成することができる。さらに、他の近接センサ
、たとえばマグネット等を窓ペインに組み込むことができる。ある実施形態において、こ
こで提供するキットに使用される、タッチスクリーン式であることができる内部制御パネ
ルは、動作／ジェスチャセンサを除いて他にいかなるボタンまたは機能アクチュエータも
含まず、係止／係止解除機能は、センサを横切る手の動きを用いて得ることができる。た
とえば、手を単一センサ、両センサ等を横切って置き、このセンサを横切る手が静止して
いる期間を変化させることによる。図１１および１２に示すように、制御パネルは、２つ
以上のセンサを備えることができるが、これらの図によって限定されるべきではなく、例
示的なものである。
【００３２】
　動作／ジェスチャセンサは多数あることができ、または一例においては、方向、速度お
よび動作が静止時の時間の感知が可能で、所望の機能を得ることができるタッチスクリー
ンスライダである。さらに、一実施形態において、タッチスクリーンは、センサと同じ機
能を有することができるスライドバーを表示する。スライド方向は、スライドバー上で表
示および制御することができ、任意の地点で停止させ、閉位置においてタッチを維持する
かスライドバーの矢印をダブルタップすることのいずれかにより係止させる。一実施形態
において、バーのスライダ部分は緑であることができ、開または閉状態（赤のスライダ）
のペインを示す。同様に、バースライダは、スライダが赤でなければ、ダブルタップまた
は係止を行わないよう構成することができる。
【００３３】
　この内部制御パネルは、さらに、たとえば発光ダイオード（ＬＥＤ）の表示灯を備えて
いてもよく、ある実施形態において、左のソリッドな緑は、係止アセンブリが開であるこ
とを示し、また開方向が左から右であることを示し、右のソリッドな緑は、同じ状態で、
動作の方向は右から左になる。ソリッドな赤は、係止アセンブリが係止されていることを
示すことができる。また、点滅する赤および緑は、失敗であり、詳細、エラー番号が、た
とえばリモートコントロール（ＲＣ）の表示画面上に現れる。
【００３４】
　場合によって、内部制御パネルに、さらに、たとえば指紋スキャナ、音声テンプレート
マイク（ｖｏｉｃｅ　ｔｅｍｐｌａｔｅ　ｍｉｃｒｏｐｈｏｎｅ）、網膜スキャナ等のよ
うな生体認証装置を組み込むことができる。認証データに加え、内部制御パネルに関連付
けられる他の実行可能なコマンドも、内部制御パネル内に配置されるプロセッサと操作可
能に通信するメモリモジュールに格納することができる。
【００３５】
　一実施形態において、内部制御パネルは、内側ペインの垂直枠部に沿って、開口枠から
離れて配置することができる（たとえば、図１０の「Ａ」の位置を参照）。図１０に示す
ように、１枚の窓ペイン（またはドア）のみが電動化され、かつ内部制御パネル［Ａ］お
よび外部制御パネル［Ｂ］を含む。図１２において、外部制御パネル［Ｂ］を一例として
示し、ここに記載の動作／ジェスチャセンサを備えていてもよい。
【００３６】
　ＣＣＭは、さらに、内部制御パネルと通信するよう構成されるリモートコントロール（
ＲＣ）を備えていてもよい。ＲＣおよび内部制御パネル間の通信は、たとえばＲＦ等を経
由することができる。ＲＣは、たとえば３０×１５ｍｍの大きさの表示画面を備えていて
もよく、方向矢印によって開口方向を表示することが可能となる。同様に、すべてのシス
テム障害を画面上に表示することができる。さらに、制御される窓の名称を、画面上に表
示することができる（どの部屋か、および他のユーザ定義事項）。ＲＣは、また、ラウン
チボタン（たとえば、方向置換（長押し）＼ウィンドウセレクタ（短押し）、開、閉、停
止、およびロック）を備えていてもよい。また、前述のように表示用ＬＥＤを組み込むこ
とができる（たとえば、ソリッドな緑で係止機構が開、ソリッドな赤で係止機構が閉、お
よびオフとオンの点滅する赤および緑で失敗（詳細＼エラー番号を画面上に表示すること
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ができる））。リモートコントロールは、タッチスクリーン、および／またはスマートフ
ォン、タブレットコンピュータ、ｉＰａｄ等のようなハンドヘルドデバイスのアプリケー
ションであることができる。
【００３７】
　内部制御パネルは、係止機構およびドライブトレインとの通信を維持するよう構成する
ことができる。任意の窓／ドア／クロージャにおいて、２以上のウイングが存在し得る。
記載のように、操作内部制御パネルは、開口部の内部空間に面するフロントウイング内に
位置することができる。外部制御パネル（たとえば、動作／ジェスチャセンサを備えるパ
ネル）は、たとえば、内部操作パネルと背中合わせに、垂直枠の外側に位置することがで
きる。窓を設計する際には、移動する可能性が最も高い窓／ドアペインを考慮にいれて、
より開閉しやすいように内部操作パネルを設置することが有益となり得る。
【００３８】
　ＣＣＭ、係止アセンブリ、およびドライブトレインは、電源およびそれに接続される配
線を有する構造格子または変圧器から、たとえば、６Ｖ、１２Ｖ、１８Ｖ、または２４Ｖ
の直流電圧を受けるよう配線することができる。このＣＣＭ、係止およびドライブトレイ
ンアセンブリは、また、商業用、住宅用、および産業用の照明分配システムに標準的な電
圧、たとえば、１１０Ｖ、２４０Ｖ、４６０Ｖを、部品が容易に設置できるよう適応させ
て接続されてもよい。
【００３９】
　一実施形態において、ここで記載のように、クロージャスラブを電動化するためのキッ
トを提供する。このキットは、ドライブトレイン、係止アセンブリ、コマンドおよび制御
モジュール、任意でパッケージ、および任意で説明書を備えることができる。記載のキッ
トに使用されるドライブトレインは、水平化アセンブリおよび駆動アセンブリを備えるこ
とができ、この駆動アセンブリは、ドライバ、任意でクラッチ、ギアボックス、およびこ
のギアボックスに連結され、レールに係合するよう構成される軌道輪を備える。このドラ
イブトレインは、ここで記載するどのドライブトレインであってもよい。
【００４０】
　係止アセンブリは、細長い水平状溝穴を画定するフェースプレートと、このフェースプ
レートに連結され、ハウジング幅に架橋するアクセス穴を画定するハウジングと、このア
クセス穴内でハウジングにスライド可能に連結されるボルトと、このボルトに作動可能に
連結され、アクセス穴を通してハウジングを貫通する任意の係止ピンと、ボルトおよびソ
レノイドに作動可能に連結されるコネクタと、信号に応じて前進アクチュエータおよび後
退アクチュエータに係合するよう構成され、コネクタに作動可能に連結されるソレノイド
と、このソレノイドおよびハウジングの間に配置される前進および後退アクチュエータと
、フェースプレートの水平状溝穴を通して延在するコネクタに作動可能に連結される手動
オーバーライドタブとを備えるＭＥＭＳデバイス、および、係止ピンに係合するよう構成
され、ストライクプレートの中に画定される上下方向に延びる楕円形チャネルを有するス
トライクプレートを備える、コマンドおよび制御モジュールと通信可能な係止機構を備え
ることができる。
【００４１】
　本願において使用する「ＭＥＭＳデバイス」（Ｍｉｃｒｏ－Ｅｌｅｃｔｒｏ－Ｍｅｃｈ
ａｎｉｃａｌ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　微小電気機械システム）との用語は、一実施形態におい
て、マイクロスケールの機械要素、センサ、アクチュエータ、および電子回路を、微細加
工技術を使用して形成された一般的なシリコン基板に集積化したデバイスを指し、マイク
ロメートルの範囲またはそれより小さいサイズ（すなわち、約１０ミクロンより小さい）
のいくつかのフィーチャまたはクリアランスを有する微細加工部品を含む。このＭＥＭＳ
デバイスに、微細加工部品以外の部品を含む場合、これらの他の部品は、微細加工部品ま
たは標準の大きさ（すなわち、より大きい）の部品であってもよいことに留意するべきで
ある。
【００４２】
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　一実施形態において、係止機構が１つのクロージャスラブ枠を、一般に実施されている
ようなドアの縦枠または開口部を覆う枠（すなわち、開口枠）にではなく、他のクロージ
ャスラブ枠に掛止するようストライクプレートを１つのスラブ枠に取り付けることができ
、よって、開口部を封止閉鎖して、クロージャのすべてのペインから堅固なスラブが得ら
れる。別の実施形態において、開口枠に対するスラブまたはペインのスライド可能な動作
を禁止して、ストライクプレートを開口枠に取り付けることができる。
【００４３】
　一実施形態において、クロージャスラブまたはペインを電動化するために使用されるキ
ットは、水平化アセンブリおよび駆動アセンブリを備える電動クロージャアセンブリのド
ライブトレインを備えることができ、この駆動アセンブリは、ドライバ、クラッチ、ギア
ボックス、およびこのギアボックスに連結される軌道輪を備え、この軌道輪は、レールに
係合するよう構成される。このレールは、たとえば、チャネルの長さを延長してクロージ
ャスラブ枠またはペイン枠を収容するよう構成される水平枠ベースのチャネル内に配置す
ることができる。
【００４４】
　電動クロージャのアセンブリを作動させるために使用するキットは、さらに、開口部周
辺に嵌合するよう構成される開口枠またはその部品、およびクロージャスラブを囲み、開
口枠内に封止嵌合するよう構成されるクロージャスラブ枠を有する略長方形のクロージャ
スラブを備えることができ、このクロージャスラブ枠内またはペイン枠内に埋設され、か
つこれに作動可能に連結される第１のドライブトレインを備えることができる。水平化ア
センブリは、この水平化アセンブリをクロージャスラブ枠またはペイン枠に連結するよう
構成された取付手段に連結される調整ネジブラケットを挿通する調整ネジを備えることが
できる。この調整ネジのネジ頭と反対にある先端は、調整ネジの縦軸に対して直角に延び
るチャネルを有するよう構成することができ、水平化アセンブリの後端に画定される溝に
スライド可能に連結するよう構成される。この水平化アセンブリは、反対方向に傾斜した
駆動アセンブリの後端部にスライド可能に連結するよう構成された傾斜した前端部（すな
わち、ウェッジを形成する）を有することができ、調整ネジを回すことによって、水平化
アセンブリがクロージャスラブ枠またはペイン枠の底面と駆動アセンブリとの間でスライ
ドすることになり、クロージャスラブ枠またはペイン枠がレールに対して上昇し、よって
その高さが変わることになる。この駆動アセンブリは、クロージャスラブ枠またはペイン
枠の前端にヒンジ式に連結することができる。ここで記載する電動化システムは、クロー
ジャスラブ枠内またはペイン枠内に埋設され、かつこれに作動可能に連結される第１およ
び第２のドライブトレインを含むことができる。
【００４５】
　この第１および第２のドライブトレインは、ドライバ、クラッチ、ギアボックス、およ
び、クロージャ枠（すなわち、下枠）のレールに係合するよう構成される軌道輪を備える
ことができる。ギアボックスは、たとえば、ベベルギアおよび少なくとも１つのスパーギ
アを備えることができ、この少なくとも１つのスパーギアは、軌道輪に作動可能に連結さ
れ、この軌道輪は、開口枠のレールに係合するよう構成される。ギアアセンブリ（または
ギアボックス）は、また、図３～５に示すような要素および／または任意の他の適当なギ
ア、プーリ、ベルト、チェーン、および／または、ドライバから被駆動体（たとえば、軌
道輪）へ駆動力を伝達するような動力伝達の分野の当業者に知られた任意の他の駆動要素
を含むことができる。
【００４６】
　「ドライブトレイン」との用語は、水平化アセンブリ、調整ネジ、調整ネジブラケット
および枠の連結手段、駆動モータ、ドライブシャフト、伝達アセンブリ、クラッチ、ハウ
ジングおよびスラブ取付手段、および軌道輪を含む組み合わせを指すために、その最も広
い意味で使用される。しかし、スラブまたはペイン枠の底部のような他の要素がドライブ
トレインの一部であることができる。ある具体例において、ドライブトレインの数および
位置を変えることができ、１から４の間のドライブトレインアセンブリで、たとえば、ク
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ロージャスラブまたはクロージャペインの底部水平面に沿って、あるいはクロージャスラ
ブまたはクロージャペインの上面に位置できる。ドライブトレイン（複数可）との電子通
信で、コマンドおよび制御モジュール（ＣＣＭ）からのコマンドを受信すると、たとえば
、２つのドライブトレインアセンブリがクロージャスラブ枠またはクロージャペイン枠に
連結される時、一方向に第１のドライブトレインの移動を開始することができる。
【００４７】
　停電またはＣＣＭにおけるユーザによる選択により、クラッチ、たとえば、電磁クラッ
チがギアボックスから駆動モータの係合を外すことができ、スラブまたはペインの手動開
閉を可能にする。本開示を通して提供するアセンブリに記載の駆動モータのドライブシャ
フトおよび駆動プーリの間には、同様のクラッチを配置でき、同一の動作が可能となるこ
とが認識されるであろう。
【００４８】
　ここで提供するキットに使用されるドライブトレインアセンブリは、軌道輪およびギア
アセンブリが、下枠の棚に取り付けられたレールに引っ掛かるように、ペインクロージャ
の上面に位置して、開口枠の棚に沿って軌道輪を移動することができる。このドライブト
レインは、さらに、ドライブトレインをクロージャスラブまたはペイン枠に作動可能に連
結する連結手段を備えることができる。この連結手段は、ドライブトレインをクロージャ
スラブまたはペインの枠に取り付けるために使用できるヒンジおよび取付部材等を備える
ことができる。ある具体例において、ペイン枠は、ここで開示するドライブトレインを備
え、ここで開示するドライブトレインを収容するために、遡って構成することができる外
形を有し、これにより、制御モジュールからコマンドを受信すると、ペインを移動させる
ことが可能となる。
【００４９】
　制御パネル、すなわちここに記載のキットに使用されるコマンドおよび制御モジュール
は、ユーザインタフェース、プロセッサ、信号を供給するために操作可能なユーザのジェ
スチャ（すなわち、ユーザの手の動き）を検出するよう構成されるセンサ、および任意で
トランシーバを備えることができ、この制御パネルは、係止アセンブリ、および／または
ドライブトレインと通信するよう構成される。
【００５０】
　ここで使用されるように、「通信する」（およびその派生語、たとえば、第１の部品が
「と通信する」、または、第２の部品「と通信状態で」）、およびこれの文法的変化は、
２以上の部品または要素間の構造的、機能的、機械的、電気的、光学的、または流動的関
係、またはこれらの任意の組み合わせを示すために用いられる。したがって、第１の部品
（たとえば、ＣＣＭ）が第２の部品（たとえば、係止アセンブリ）と通信するということ
により、さらなる部品（たとえば、センサ）が第１および第２の部品の間に存在し、かつ
／または第１および第２の部品に作動可能に関連付けられるか、または係合することがで
きる可能性を排除することを意図するものではない。
【００５１】
　「係合する」との用語、およびこれの様々な形態は、部材の固定に関して使用される場
合において、不用意なまたは望ましくない分離力（たとえば、いずれかの部品の使用の際
に導入される可能性のある）に対して、２つの部品を結合する傾向にあるあらゆる力の応
用を指す。しかし、分離力のあらゆる想定される種類または大きさに対して維持される連
動接続が、すべての場合において係合に必要とされるわけではないことを理解するべきで
ある。また、「係合する要素」または「係合する部材」とは、１つまたは複数の連結部品
で、少なくともその中の１つがロッキングピンに離脱可能に係合するよう構成されている
ことを指す。
【００５２】
　添付の図面を参照することにより、ここに開示する部品、工程、アセンブリ、およびデ
バイスをより完全に理解することができる。これらの図（また、以下「ＦＩＧ．」ともい
う）は、単に本開示の説明の簡便および便宜上の図式表現（たとえば、図示）であり、し
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たがって、デバイスまたはその部品の相対的な大きさおよび寸法を示すこと、および／ま
たは例示的な実施形態の範囲を定義または限定することを意図するものではない。以下の
説明において、明確化のために具体的な用語を使用するが、これらの用語は、図面の説明
のために選ばれた実施形態の特定の構造のみを指すことを意図するものであり、本開示の
範囲を定義または限定することを意図するものではない。図面中および以下の説明におい
て、同様の符号は、同様の機能の部品を指すことを理解するべきである。
【００５３】
　図１は、ここに記載するキットに含まれるドライブトレイン機構の位置の一実施形態を
示しており、開口枠１００の側面を示し、内側ペイン１０１、中央ペイン１０２、および
外側ペイン１０３の３枚のペインがペイン枠によって囲まれている。図１Ａおよび１Ｂに
、破断部に対応する詳細図を示す。図１Ａに示すように、第１のドライブトレインアセン
ブリ５０００はペイン枠１０３内に位置し、このペイン枠１０３の右平面に連結する近位
端を有するドライブトレインを有する開口枠（下枠）１００に画定される軌道に転動する
ように乗っている。図１Ｂは、ペイン枠１０３内に位置し、このペイン枠１０３の左平面
に連結する近位端を有するドライブトレインと開口枠（下枠）１００に画定される軌道に
転動して乗っている第２のドライブトレインアセンブリ５０００を示している。
【００５４】
　図２には、ドライブトレイン５０００を示す破断部を伴う開口枠１００の底面図を示し
、さらに図２Ａで詳細に示す。
【００５５】
　図３～５には、ドライブトレイン５０００の様々な側面を示す。図３に示す等角図では
、ドライブトレイン５０００が、水平化アセンブリ５０１および駆動アセンブリを備える
。水平化アセンブリ５０１は、パッドロックベース５０４に連結するパッドロックブラケ
ット５０３に挿通されるパッドロックスクリュー５０２を備えることができ、パッドロッ
クネジは、高さ調整ウェッジ５０５の相補的な溝の中に嵌合するよう構成されるパッドロ
ックスクリュー５０２の縦軸に対して直角方向に、エッチングされたチャネルを有する遠
位端を有する。パッドロックベース５０４は、クロージャスラブ枠またはペイン枠１０３
に連結するよう構成される。
【００５６】
　傾斜した前端部を有する高さ調整ウェッジ５０５は、反対方向に傾斜した後端部を有す
る駆動アセンブリベース５１１にスライド可能に連結（たとえば、当接）することができ
、パッドロックスクリュー５０２を回すと、クロージャスラブ枠またはペイン枠１０３の
底面および駆動アセンブリベース５１１の近位端の間で水平化ウェッジをスライドさせて
クロージャスラブ枠またはペイン枠１０３をレール（不図示）に対し上昇または下降させ
る。駆動アセンブリベースは、第１のスパーギア５０９を備えるギアボックスを収容する
ことができ、このスパーギアは、第２のスパーギア５１３に係合するよう構成することが
できる、ストレートまたは半径方向表面に螺旋状に切られたインボリュート歯を有するこ
とができ、第１のスパーギアは、軌道輪４６０に隣接し、この軌道輪は５から２５ｍｍの
間の半径を有し、かつアセンブリベース５１１の表面を越えて延在する。溝を有する径方
向表面を有する軌道輪４６０は、その上を転動する軌道溝の長さを伸長するレールに係合
するよう構成される。第１のスパーギア５０９および軌道輪４６０は、アクスルナット５
０８によってドライブトレインアセンブリベース５１１に固定される一般的なアクスルを
経由してドライブトレインアセンブリベース５１１に連結することができ、一方、第２の
スパーギア５１３は、中間アクスルスクリューを介してドライブトレインアセンブリベー
ス５１１に固定される中間アクスルを経由してドライブトレインアセンブリベース５１１
に連結される。この第２のスパーギアは、円錐面（すなわち、ピッチゾーン）に刻まれる
歯を有するベベルギア５１２を有する一般的なアクスルに配置される第３のスパーギア５
１７に係合するよう構成することができる。ベベルギア５１２を、ドライブシャフト（符
号を付さない）に取り付けられた円錐状ヘッドに噛合させて、互いに垂直な２つのシャフ
トの間に動力を伝達することができる。傾斜したドライブシャフト（符号を付さない）は
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、ナット５１５を介してスリップクラッチ２５０に結合される。スリップクラッチ２５０
は、傾斜したドライブシャフト側とは反対側の端部が、１以上の外側ギアを備える遊星ギ
アボックス２２０のシステムに結合し、中央ギアの周りを回動して、スリップクラッチ２
５０に連結するシャフトの出力速度を上げることが可能となる。遊星ギアボックス２２０
は、遊星ギアボックス２２０に連結し、ドライブトレインアセンブリベース５１１から延
びて電気リード２０４で終端する駆動フランジ５１０に載置される駆動モータ２０３を有
する駆動コネクタベース２１０を介してドライブトレインアセンブリベース５１１に連結
することができる。ドライブトレインアセンブリベース５１１から延びる駆動フランジ５
１０は、Ｃクランプ４０６で固定することができるヒンジ５１８を介してヒンジ式に後部
アクスルスクリューベース５０７に連結される後部アクスルベース５０６に連結される。
後部アクスルスクリューベース５０７は、ヒンジ式にクロージャスラブ枠またはペイン枠
１０３に連結するよう構成され、駆動アセンブリベース５１１の近位端を自在に移動させ
、クロージャスラブ枠またはペイン枠１０３を約１から５ｍｍの間で上下方向に昇降させ
る。たとえば、水平化アセンブリおよび駆動アセンブリを備える第１および第２のドライ
ブトレインアセンブリは、ペイン枠１０３の左側に近接する第１のドライブトレインアセ
ンブリのパッドロックスクリュー５０２およびペイン枠１０３の右側に近接する第２のド
ライブトレインアセンブリのパッドロックスクリュー５０２を有する下部水平ペイン枠１
０３内に埋設することができ、したがって、カバー１０６（不図示）によって覆われるペ
イン枠１０３に画定されるオリフィスを通してペイン枠１０３を水平化させることができ
る。ＣＣＭを用いることにより、モータの回転を調整することができる。
【００５７】
　図６～９を参照すると、図６には、図１のＡ－Ａ断面に位置する係止アセンブリ６００
の係止解除位置（図６Ａ）および係止位置（図６Ｂ）を示す。図８Ｂに示すように、係止
アセンブリ６００は、ハウジング６０１、およびアクセス穴６１５内に配置され、ハウジ
ング６０１にスライド可能に連結するボルト６０３を有する、ハウジング６０１の幅に架
橋するアクセス穴６１５を備える。ボルト６０３は、コネクタ部材６０４に連結され、ソ
レノイド６０５をこのボルト６０３に接続するよう構成される。係止ピンは、任意でボル
ト６０２に連結することができ、アクセス穴６１５を越えて延び、ストライクプレート６
１０に係合する。図６Ａ、６Ｂ，８Ａ、および９に示すように、手動オーバーライドタブ
６２５は、コネクタ部材６０４から伸長し、フェースプレート６２０に画定される溝穴６
２１を越えて延在するよう構成される（たとえば、図６Ａ，６Ｂ、７、および９参照）。
【００５８】
　図６Ａ、６Ｂ、７、８Ｂ、および９に示すように、ストライクプレート６１０は、細長
い上下方向のチャネル（たとえば、図８Ｂ参照）を確定し、ボルト６０３に係合するよう
構成され、ボルト６０３の係合を解除することなくストライクプレート６１０に対してボ
ルト６０３をいくらか上昇させることを可能とする。図７には、係止アセンブリ６００の
上面図を示し、アクセス穴６１５を越えて延在するボルト６０３を示している。ボルト６
０３は、たとえば、ボルト６０３をコネクタ６０４のネジ穴に螺入させてコネクタ６０４
に連結することができる。図７に示すように、ボルト６０３は、窓／ドアペイン１０１（
たとえば、図１、６Ｂ参照）のスライド方向に垂直に配置される。
【００５９】
　図８Ａには、ここで記載するキットを用いた設置時のフェースプレート６２０のない係
止機構６００を示し、ハウジング６０１は、連結手段６５０、たとえばネジを使用してク
ロージャペイン枠１０２に連結される。図８Ｂに示すように、後退アクチュエータ６０７
はソレノイド６０５によって係合され、ストライクプレート６１０からボルト６０３を後
方にスライドさせて、クロージャペイン枠１０２または開口枠（下枠）からクロージャペ
イン枠１０１の係止を解除する。内部制御パネルまたはリモートコントロールのいずれか
を通して、ＣＣＭ（たとえば、図１４参照）から係止コマンドを受信すると、ソレノイド
６０５が前進アクチュエータ６０６（不図示）を作動させてハウジング６０１に対して延
在させることにより、ボルト６０３をアクセス穴６１５の中でスライドさせ、かつストラ
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イクプレート６１０に係合させ、クロージャペイン枠１０１をクロージャペイン枠１０２
または開口枠（下枠）に係止させる。係止アセンブリ６００は、クロージャ枠１０１中に
埋設される適切な配線によって電力を得ることができる。
【００６０】
　一実施形態において、水平化アセンブリおよび駆動アセンブリを備える、電動開口アセ
ンブリのドライブトレインを提供し、この駆動アセンブリは、ドライバ、クラッチ、ギア
ボックス、およびこのギアボックスに連結される軌道輪を備え、この軌道輪は、レールに
係合するよう構成され、（ｖｉｉｉ）このドライブトレインは、クロージャスラブ枠に囲
まれ、かつ開口枠内に封止嵌合される略長方形のクロージャスラブの枠内に埋設され、（
ｉｘ）このクロージャスラブトレインは、さらに少なくとももう１つのドライブトレイン
を備え、（ｘ）このギアボックスは、ベベルギアおよび少なくとも１つのスパーギアを備
え、この少なくとも１つのスパーギアは、開口枠のレールに係合するよう構成される軌道
輪に作動可能に連結され、（ｘｉ）この略長方形のクロージャスラブは、内側ペインおよ
び外側ペインを備え、（ｘｉｉ）この内側ペインおよび外側ペインのそれぞれがペイン枠
を備え、（ｘｉｉｉ）この内側ペインおよび外側ペインのそれぞれの枠が、このペイン枠
の反対側水平方向端部に配置される第１の専用ドライブトレインおよび第２の専用ドライ
ブトレインを備え、かつ（ｘｉｖ）この第１のドライブトレインおよび第２のドライブト
レインの駆動アセンブリのそれぞれがヒンジ式にスラブ枠に連結される。「ヒンジ式に連
結される」との用語は、第２の部分に対する第１の部分の間の係合の任意の態様を意味し
、第１の部分の係合が第２の部分から外れることなく、第１の部分が第２の部分に対して
移動することが可能であり、また、前述を限定することのない一例において、駆動アセン
ブリおよびクロージャまたはペイン枠のような、これらの間で回転可能な２つの部材を接
続するジョイントまたは可撓性デバイスを含み、さらに非限定的な一例において、ピボッ
トヒンジ、連続ヒンジ、バレルヒンジ、バットヒンジ、Ｔヒンジ、可撓性シート材等を含
む。
【００６１】
　さらに別の実施形態において、開位置および閉位置の間でクロージャスラブをスライド
移動させることのできるキットを提供し、このキットは、水平化アセンブリ、およびドラ
イバと、任意でクラッチと、ギアボックスと、ギアボックスに連結され、レールに係合す
るよう構成される軌道輪と、を備える駆動アセンブリを備えるドライブトレインと、細長
い水平状溝穴を画定するフェースプレートと、フェースプレートに連結され、ハウジング
幅に架橋するアクセス穴を画定するハウジングと、アクセス穴内でハウジングにスライド
可能に連結されるボルトと、ボルトに作動可能に連結され、アクセス穴を通してハウジン
グを貫通する係止ピンと、ボルトに作動可能に連結されるコネクタと、信号に応じて前進
アクチュエータおよび後退アクチュエータに係合するよう構成され、コネクタに作動可能
に連結されるソレノイドと、前進および後退アクチュエータと、フェースプレートの水平
状溝穴を通して延在するコネクタに作動可能に連結される手動オーバーライドタブと、を
備えるＭＥＭＳデバイス、および係止ピンを、ストライクプレートの中に画定される上下
方向に延びる楕円形チャネルに係合するよう構成されたストライクプレート、を備える、
コマンドおよび制御モジュールと通信可能な係止機構、を備える係止アセンブリと、ドラ
イブトレイン、係止アセンブリ、または両方と通信するよう構成され、ユーザインタフェ
ースと、プロセッサと、信号を供給するために操作可能なユーザの動作を検出するよう構
成されるセンサと、任意でトランシーバと、を備える内部制御パネルを備えるコマンドお
よび制御モジュールと、任意でパッケージと、任意で説明書と、を備え、（ｘｖ）ドライ
ブトレインは、クロージャスラブ枠に囲まれる略長方形のクロージャスラブの枠内に埋設
され、（ｘｖｉ）このクロージャスラブ枠は、さらに少なくとももう１つのドライブトレ
インを備え、（ｘｖｉｉ）ギアボックスは、ベベルギアおよび少なくとも１つのスパーギ
アを備え、この少なくとも１つのスパーギアは、開口枠のレールに係合するよう構成され
る軌道輪に作動可能に連結され、（ｘｖｉｉｉ）この略長方形のクロージャスラブは、内
側ペインおよび外側ペインを備え、（ｘｉｘ）この内側ペインおよび外側ペインのそれぞ
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するよう構成され、（ｘｘｉ）このキットは、さらに第１のクロージャスラブ枠またはこ
の一部を備え、（ｘｘｉｉ）ＭＥＭＳデバイスは、さらにコネクタをボルトに連結するコ
ネクタピンを備え、（ｘｘｉｉｉ）ドライブトレインは、第１のクロージャスラブ枠また
はこの一部の中に埋設され、（ｘｘｉｖ）このキットは、さらに第２のクロージャスラブ
枠またはこの一部を備え、（ｘｘｖ）ストライクプレートは、第２のクロージャスラブ枠
またはこの一部に連結され、（ｘｘｖｉ）ＭＥＭＳデバイス機構は、第２のクロージャス
ラブ枠またはこの一部に連結され、（ｘｘｖｉｉ）内部制御パネルは、第１または第２の
クロージャスラブ枠またはこれらの一部に作動可能に連結され、（ｘｘｖｉｉｉ）内部制
御パネル、外部制御パネル、またはこれらの両方は、さらにこの内部制御パネル、外部制
御パネル、またはこれらの両方に搭載され、かつプロセッサおよび動作センサに作動可能
に連結される動作回路を備え、このプロセッサは該プロセッサ中に格納される指令動作の
ライブラリを備え、（ｘｘｉｘ）第１の指令動作および第２の指令動作を備え、（ｘｘｘ
）この第１の指令動作は、前進アクチュエータに連動するよう構成され、かつ（ｘｘｘｉ
）この第２の指令動作は、後退アクチュエータに連動するよう構成され、（ｘｘｘｉｉ）
動作センサは、前記センサを横切る手の速度を感知するよう構成される。
【００６２】
　さらに、開口部の周辺に嵌合するよう構成される開口枠と、略長方形のクロージャスラ
ブを囲み、開口枠内に封止嵌合するよう構成されるクロージャスラブ枠を有する略長方形
のクロージャスラブと、電動ドライバと、を備えるクロージャスラブ枠内またはクロージ
ャスラブ枠および開口枠の組み合わせの中に完全に埋設される電動クロージャアセンブリ
を提供する。
【００６３】
　前述の本明細書において、一定の好ましい実施形態に対して電動クロージャの説明を行
い、例示のために多くの具体例を提示したが、当業者にとって、電動クロージャの開示に
さらなる実施形態を追加することが可能であることは明らかであり、したがって、以下の
特許請求の範囲においてより完全に定められ、本明細書に記載した詳細のうちあるものは
、本発明の基本原理を逸脱しない範囲で大きく変化させることができる。
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